
シェア型図書館を通じた多世代コミュニティの構築
～社会的処方できる地域丸ごとケアサポート～

【実施団体】

特定非営利活動法人まちあす

Hugくみ
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１ 事業実施団体について

事業実施団体の概要
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特定非営利活動法人まちあす特定非営利活動法人まちあす

在仙の社会福祉事業運営法人の10
法人で2017年10月に設立。

「福祉」という言葉の中に含まれる
ネガティブなイメージを変え、より
良い明日のために、次世代のために
、何ができるかを考え、何よりも

「一歩を踏み出す」ことを大切にし
て活動している。

～主な事業～

福祉関連の研修会・講演会・映画上
映会・就労支援業務コーディネート
・子ども食堂等

HugくみHugくみ

2018年8月に設立。若林区の乳幼児
の保護者が安心して子育てできるよ
うに、子育て世代に向けた子育て支
援イベントの企画・運営。自主育児
サークルの良さを広め、育児サーク
ルの活動支援や PR 活動のお手伝い
それに伴う広報活動等、育児サーク
ル自体のサポートを行う。

～主な事業～

育児サロン・出前サロン・Hug くみ
通信『nicotto』配信・育児サークル
相談窓口・新規立ち上げ支援



２ 令和５年度の実施内容

（１）課題
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（２）事業の目的

 七郷地区の75歳以上の高齢者と65歳以下の若年者との同居率は53.9％と
若林区内で最も高い。一方で日中同居家族が仕事に行き、高齢者が独
居状態となることも多く、会話の機会や相談相手等がいない割合が高
い。

 子育て世代も多い地域特性の中、産後うつや産後ケアの観点からも社
会から分断されることなく、気軽に相談やつながりを作る場も必要で
ある。

子供、子育て世代、障害者、高齢者を含めた地域で暮らし続けるための地域
共生社会の実現には、「医療介護連携」という縦軸と「生活支援とまちづく
り」という横軸の両方が重要であると言われている。

地域のコーディネーターとして一翼を担い、関係各所との連携を深め、全世
代向けの居場所づくりを行い、地域での社会的処方の場所として、住民の交
流やコミュニティの深化につなげることを本事業では目的としている。



２ 令和５年度の実施内容

（３）令和5年度事業の目標と実績

・ 2022年6月に開館し、メディアにも取り上げていただくこともあり、
地域での認知度は上がってきている。特に子育て世代には、お子さんと気軽に立ち

寄れる場所となっている。引き続き、本のあるコミュニティスペースとして開館時間
や日数を増やし、地域の居場所づくりを行う。
→高齢者への来館を促すため、今年度中に七郷地域包括支援センターと
タイアップして図書館での講座やカフェを企画中。

・約３０名の一箱本棚オーナーの同士のコミュニティの広がりができており、さらに
募集を継続する。LINE WORKSを導入でき、本棚オーナーさんや運営の連絡がスムー
ズになった。
→オーナー数が30名前後で、推移しており、50名まで増やすため、
広報活動を強化している。オーナーさんの名刺なども作成し、紹介してもらう
などの取り組み中。

・夕方の時間帯に開館してくれるオーナーさんもおり、
来館者が200〜300名/月ほどの来館者。
→オーナー数が増えることにより、開館日や時間が延びるので、
それに伴い来館者数の増加を目指す。
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２ 令和５年度の実施内容

（４）事業の実施体制
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特定非営利活動法人まちあす 

・ 事業全体のコ ーディ ネート  

・ 各町内会や他団体、 医療福祉事業

所等と の連携推進 

・ 各種イベント の開催 

・ 株式会社未来企画と の設備、 人材

研修の調整 

・ 会計管理

H ug く み 

・ 子育て世代への情報提供 

・ 子育て関連機関と の連携。  

・ 他地域の子育てサークルと の連携 

・ 子育て世代向けイベント 開催 



２ 令和５年度の実施内容

（５）事業スケジュールについて

4月 作業・町内会へのアプローチ

5、６月 他連携団体等へパンフレット配布

8月 小中高校生向け夏休み学習支援

11月 古本市開催

12月 クリスマスブックトレード開催

2月 居場所づくり講演会開催

毎月１回、こどもの栄養相談室開催
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（６）使用経費について

事業費総額 316万円
・仙台市助成金 246万円
・団体自己資金 70万円

内訳
・人件費 6.5万円
・謝金・旅費 5.1万円
・使用料/賃借料 144万円
・消耗品費 89万円
・印刷製本費 18万円
・設備備品 10万円
・その他 0.1 万円



３ 実施した取り組みの紹介

（１）こどもの栄養相談会

「こどもの栄養相談会」の実施
◆日時：毎月１回 10:30~11:30頃
◆会場：荒井まちのわ図書館
◆参加人数：親子５組 Hugくみスタッフ２〜3名 管理栄養士１名
内容・アンダンチの管理栄養士を講師として招聘

・毎月テーマを設けて少人数５組ほどの講義と質疑応答

参加者からの高い満足度を得ており、この取り組みを今年度も継続しており、

地域の子どもたちの健やかな成長を支援し続ける。
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３ 実施した取り組みの紹介



情報発信について
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３ 実施した取り組みの紹介

Instagramのフォロワーも

1,151と順調に増えています

2024.10.10時点



４ 事業の成果と今後の展開

事業の成果と今後の展開について

 事業の継続性のためには、今年度収益を確保するため、一箱本棚オーナー
の募集に注力し、50名程になるよう注力する。

 50名となれば、2,000円x50名＝100,000円/月を確保を目指す。
 本棚オーナー制度を通じて築かれた20代から70代までの幅広い世代のコミ
ュニティは、当図書館がただの書籍の貸し出し場所を超え、人々が互いに
交流し、絆を深める場として機能している。このようなコミュニティの形
成は、地域社会のサードプレイスとして、さらなる地域共生社会の実現に
向けた事業となっている。
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